
特許情報の解析としてFI・FTなどの特許分

類を用いるパテントマップ作成ソフトは多種販

売されており，解析作業が比較的簡単であるこ

とから活用例も多い。しかし，既存の特許分類

1 ．はじめに

は付与漏れや，希望する観点の分類設定がなさ

れていない場合も多分にあり得る。また，近年

ではテキストマイニング手法での活用事例やソ

フト販売も活発化しているが，処理の方法が専

門的でわかりづらいようである。

そこで本稿では，特許庁審査官によりFTの

追加情報として付与され，整理標準化データに

て提供されながら，今まであまり解析に用いら

れてこなかった“審査官フリーワード”に注目

することとした。審査官フリーワードは20文字

以内の単文であり，テーマコードやFTに紐付

けされているため，主にFI・FTを用いた解析

への追加・補助情報としての利用可能性などに

ついて検討した。
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資　　料

抄　録 特許情報の解析には，国際特許分類（以下IPCと記載），ファイルインデックス（以下FI
と記載），Fターム（以下FTと記載）等の特許分類を用いることが多い。しかし，それら分類だけで
は十分な内容把握や解析ができなかったり，絞り込めなかったりするケースがある。一方，FT解説
書によれば特定のFTには「審査官フリーワード」が付与され技術内容の明確化がされているようで
ある。従来「審査官フリーワード」は庁内DBのみで利用されていたようであるが，最近審査官端末
が一般ユーザーにも開放され，また近年では商用DBでも提供されつつあり身近なものになってきた。
そこで，今回その付与実態を解析することで情報解析への利用可能性を探ることとした。その結果と
して，特定のテーマコードでは全文検索が可能な現在であっても，新しい技術動向の発見・抽出など
興味深いデータが得られる可能性が示されたので報告する。

＊ 2006年度　The First Subcommittee, Intellectual
Property Information Search Committee

知的財産情報検索委員会
第 １ 小 委 員 会＊

特許情報を利用した解析に関する研究
――審査官フリーワードに関する付与実態調査と

情報解析での利用可能性――
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特許管理誌１）に掲載された“Fターム－その

理解のために”には以下のような説明がある。

「（4）Fタームを補完するための検索キーFタ

ームはIPCを補完するための一種の分類であ

る。そのため，文献数は少ないが，特徴のある

新しい技術手段，個別の材料等についてはカバ

ーしにくい面がある。このためFタームを補完

する意味で，こうした技術については，キーワ

ードを抽出しデータベース化することにより，

PATOLISのフリーワードとともに，自然語に

よる前方，後方，中間一致等のワード検索を可

能としている。」

すなわち，PATOLISフリーキーワード以外

に審査官の視点で独自のキーワードを登録し検

索などに活用したいなどのニーズから生まれた

と考えられ，現在も付与が継続されている。

なお，特許庁審査企画室検索情報企画班によ

る説明は以下の通り。

（1）付与の目的

・FI・FTの補助という位置づけ

・FI・FTとして分類の固定化をすると，技

術の大きな変化に対して柔軟に対応できな

い技術内容に付与される

・分類として固定化するほど文献量は多くな

いが，引用することが少なくないような特

殊な技術に付与される

・将来的にはFIやFT分類として固定化され

る可能性もある

（2）付与の形式

・担当審査官が付与する場合と，（財）工業

所有権協力センターの解析者がFI・FT付

与の際に付与する場合とが存在する

・現在は公報発行時にも付与されている

・FTを含め最大20文字，１文献に対して最

2 ．審査官フリーワードとは 大191個まで記載可能

・審査官が付与する場合は，観点・FT付き

とするか否かも含めて基本的に担当審査官

の裁量に一任

審査官フリーワードは，（独）工業所有権情

報・研修館から整理標準化データのサーチマス

タファイルとして収録・提供されてはいるが，

検索やダウンロードができる商用DBは数少な

い状況にある。また，IPDLでは経過情報（番

号照会）→出願情報詳細フレームの“審査官フ

リーワード記事”で付与内容は確認できるが，

直接的に審査官フリーワードを検索することは

できない（図１参照）。

そのため，付与状況についての統計的データ

解析などは殆ど報告されておらず，その実態調

査から始めることとした。

最初に，IPDL パテントマップガイダンス

（PMGS）/FTERM（FT解説）の“・フリー

ワードの利用”の記載部分などから，どのテー

マコードに記載が義務づけられていて，どの様

3．1 FT解説での付与定義

3 ．付与実態の統計解析
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図１　IPDL 経過情報(番号照会)での［出願情報］
画面の一部（特開2007-161952）
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な記載形式が規定されているかなどを確認し，

以下の分類結果を得た２）。

・付与が義務づけられているもの 1,937件

・付与は不要となっているもの 337件

・原則付与はしないもの 18件

実際に付与されたデータを統計解析するため

に，2001～2005年の公開特許公報の公報番号と

審査官フリーワードを抽出した。収録形式は

DBにより異なるであろうが，今回の解析デー

タは公報１件毎となっており，これを審査官フ

リーワード１個毎に切り出した。

例：特開2005-000002 4B024 ３，４－ジメト

キシフエニルアセトン，4B024）－２－プロパ

ノ－ル，4B024 Ｂａｃｉｌｌｕｓ，4B024 ｓ

ｕｂｔｉｌｉｓ，…

↓

2005000002, 4B024,３，４－ジメトキシフエ

ニルアセトン

2005000002, 4B024,）－２－プロパノ－ル

2005000002, 4B024, Ｂａｃｉｌｌｕｓ

2005000002, 4B024, ｓｕｂｔｉｌｉｓ

［統計解析結果］は以下の通りである。

・2001～2005年の公開特許公報 1,801,120

・付与実績のあるテーマコード数 1,883

・付与実績のある公報数 940,190

・延審査官フリーワード付与数 4,241,678

となり，約52％の公報に審査官フリーワード

が記載され，付与実績のある１公報当たり4.5

個付与されていることが判った。

2001～2005年特許公開公報でのテーマコード

別の１公報当たり付与件数ランキングを図２に

示す。2G085が最大で10.3個／公報付与されて

おり，以下は

3．3 付与実績ランキング

3．2 前処理と概要

７個以上： 12テーマコード（ 0.7％）

６個以上： 25テーマコード（ 1.4％）

５個以上： 51テーマコード（ 2.8％）

４個以上： 87テーマコード（ 4.8％）

３個以上： 152テーマコード（ 8.3％）

２個以上： 264テーマコード（14.4％）

のような状況である。

また，個々のテーマコード上位48位までを別

表１に，49～161位までを別表２に示す。本稿

の末尾を参照されたい。

つぎに実データとIPDL（PMGS）FT解説を

参照しつつ，審査官フリーワードが，どの様な

形態で記載されているかを調査した。

全てに共通するのは先頭に半角文字５桁のテ

ーマコード，続いて半角スペースが記載され，

その後に全角文字（最大20文字以内）が記載さ

れており，大きく分けて４通りのパターンがあ

ることもわかってきた。

（1）単純なキーワードのみの記載

１）テーマコード＋半角スペース＋フリーワ

3．4 記載パターン
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図２　頻度を降順ソートしたもの
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ード

例：2G060 デユ－テイ駆動３）

２）テーマコード＋半角スペース＋FT（観

点のみ：全角）＋フリーワード

例：4B065 ＡＣ細胞内脂質滴４）

３）テーマコード＋半角スペース＋FT（観

点・番号・付加コード：全角）＋フリー

ワード

例：2F002 ＡＡ００入力ばね変形とタイ

ミングずれ防止５）

例：4D006 ＪＡ７０Ｚ熱電併給装置６）

※これらの１）～３）の記載パターンが審査

官フリーワードの殆どを占める。

（2）関連するFTのみの記載

１）“5H680 超音波モータ，圧電モータ，静

電モータ”のケース

DD81～DD99を選択した場合は，必ず，そ

の対象構成部材名のFT記号をFT付フリーワー

ドとして抽出する。

例：5H680 ＤＤ９２ＤＤ５５

２）“4J100付加系（共）重合体，後処理，化

学変成”のケース

審査官フリーワードは，モノマーのタームと

置換基のタームを用いて表す。審査官フリーワ

ードは主副成分に関係なくモノマー毎に付与し

ハイフン（―）でモノマー及び置換基のターム

を連結して表す。

例：4J100 ＡＢ０７－ＢＡ３１－ＢＣ４３

（3）フリーワードコード表に従った記載

１）“4H039 触媒を使用する低分子有機合成

反応”のケース

触媒を用いる有機合成反応について，原料化

合物，生成化合物，触媒，媒体，触媒の担体を

選び，「フリーワードコード表」の4桁のコード

（英数字，ピリオドからなる）の両側をファセ

ットを表す記号（ＣＤＪＲＳのうちの１文字）

ではさんだ６桁のコードとして付与。

例：4H039 ＪＡＢＳＢＪ

（4）その他　特徴的な記載パターン

１）数値限定の切り出したもの

例７）：4L049 ＤＡ３０酢酸グアニジン０．

１～５０重量％

２）学術用語を記載するもの（4C097８））

３）使用頻度の多い特定語句を既定の略語で

記載するもの（5F043９））

４）20文字を超す文章などを記載するときに

頭に「連１」「連２」「連３」…をつけて，

その後に文章を記入するもの（5F03810））

このように記載形式は様々であり，同一テー

マコード内であっても，FTが記載されている

もの/無いものなど様々であるので，検索や解

析に利用する際はFT解説を熟読し，さらにサ

ンプルデータを確認することが望ましい。また，

20字以上のデータが分割される場合などでは，

審査官フリーワード記載順がランダムとなる場

合が有るので注意が必要である。

付与件数が多く，解析に使えそうなテーマコ

ードをFT解説を参照しながら３テーマ選定し，

その解析例を以下に示す。

特許解析を行う主要マップ形式として課題・

解決型マップが上げられる。ここでは審査官フ

リーワードが「FI・FTとして固定すると技術

の大きな変化に対して柔軟に対応出来ない技術

に対しても付与する」という規定から，3D054

の目的・効果の中の“FF20その他”のフリー

ワードを解析することで新規な目的や課題の抽

出を試みた。最初に観点FFが3D054全公報に

対し，どの程度の割合で付与されているかを公

4．1 3D054 エアバッグ

4 ．審査官フリーワードの解析例
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開年単位で確認した。（調査範囲：1986年～

2005年 公開特許）

2002年以降FF観点の公報全体に対する付与

割合が低下しており，時系列的に件数を評価す

る場合には，その観点が本当に増減しているの

か，それとも審査官フリーワードの付与傾向に

変化が生じた為かを検討する必要もあろうが，

ここでは省略する。

調査範囲全期間でのFF観点が付与された公

報件数を表１に示す。

（1）審査官フリーワードの把握とグルーピング

つぎにFF20が付与されている3,986公報の審

査官フリーワード4,574件を抽出し，記述が同

一なものを集計したところ4,039項目あったが，

最も件数が多い項目でも，25公報にしか付与さ

れておらず，審査官による自由記載により内容

的に近似と思われる表現が記載振れ・頻出して

いることがわかる（表２参照）。

そこで，審査官フリーワードを以下の手順で

グルーピングした。なお，手順b・cの統合は，

手順aの用語の部分一致検索でグルーピングを

進めた結果，10件以上の項目に纏めきれなくな

った時点で，作業効率を高めるために“異なる

対象項目の寄せ集め”になることを承知の上で

行った。

手　順：

a．用語の部分一致検索により整理統合

3,317項目　⇒　49項目に集約

b．「○○防止，△△向上と保護，可能，低

減，容易」等の観点で整理統合
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図３　3D054公開特許件数とFF観点付与件数

表１　FF観点の付与件数（階層検索値）

表２　3D054 FF20の審査官フリーワード11）
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339項目　⇒　６項目に集約

c．「○○性，△△化」等の観点で整理統合

84項目　⇒　２項目に集約

ここまでの結果，10件以上の集合となった集

約項目数は57（49＋6＋2），合計件数は4,265件

で，解析対象4,574件の約93％を包含していた

ので，グルーピング終了し，表３の結果を得た。

グルーピング作業では似たような統合項目を

並記したり，どの統合項目へ割り振るべきか迷

いも出る。しかし，割り切りも必要であり，項

目を絞り込みすぎずに，KJ法的に再統合や階

層化を行うことで，新たな視点・着想が生み出

される効果も重視すべきと考える。

（2）審査官フリーワードの特徴

１）既定のFTに対する補完の機能

目的・効果のうち，FF11顔面保護（擦過傷

防止）が定義されているが，ＦＦ２０に記載の

審査官フリーワードにも，頭，胸，腕，上半身

などの対象部位や，車椅子乗員，子供，歩行者

など，より多くの視点で記載されている。

例：ＦＦ２０足の保護

ＦＦ２０歩行者の保護

ＦＦ２０異常接近状態の乗員の保護

２）既定のFTとの観点の相違

“エアバッグの展開”に関する観点はEE25～

EE32に分類される。

EE00 起動

EE08 ･起動制御

EE24 ･･判断機構の出力

EE25 ･･･袋の展開

EE26 ････一意展開

EE27 ････最適制御

EE28 ･････展開速度調節

EE29 ･････膨張量調節

EE30 ･････展開タイミング又は順序調節

EE31 ･････袋を展開する座席選択

EE32 ･････展開の最終形状調節

また，他の観点に付与される審査官フリーワ

ード中に“展開”が含まれる集合との関係は，

図４のようになっていた。

即ち，EE25～EE32が付与されずに，他の観

点での審査官フリーワードとして“展開”が記

1

2

2

2

2

2

3

2

2

2

2

2

4
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図４ “エアバッグの展開”に関係するFTと
“展開”を含む審査官フリーワードの
関係（2001/1～2005/12公開分）

表３　グルーピング後の審査官フリーワード12）
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載されているケースも多い（図４中の161件）。

これはFT付与の困難性を示す事例でもあり，

表４及び表５に示すように，「エアバッグの展

開」であっても制御に関わるものか，「展開」

後の結果もしくは「展開」という事象を示すも

のなのか？といった，判断に迷うFTの付与漏

れを，審査官フリーワードで部分的であろうが

補完している例と言えよう。表５の結果や公報

を確認すると，EE25～EE32のどれかの付与が

望ましいかなどの判断に迷いそうなものも含ま

れていることが判った。

A社とB社の発光ダイオード関係の母体材料

について調査を試行した。

【対象公報の抽出（検索条件）】

1992～2002年の公開特許公報。

更新FT＝5F041（表６参照）の公報中で筆

頭FIがH01L33/00＊ のものに限定しFTがCA33

～CA46の審査官フリーワードを時系列に抽出

した結果を図５に示す13）。

4．2 5F041 発光ダイオード
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表４　観点別フリーワード件数（161件）

表５　FF20（117件）の一部

表６　審査官フリーワード抽出のFT
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窒素インジウムガリウム（InGaN）を発光部

に用いた青色・緑色LEDが高輝度な光を発す

ることで注目されているが，この解析例ではB

社がA社に先行出願し，かつ出願件数も多かっ

たことが示されている（図５参照）。

参考までにB社のInGaNが含まれる最初の審

査官フリーワードは，1994年公開の１公報に付

与された「5F041 ＣＡ８３Ｎｉ，5F041 ＡＡ

１１４３０ｎｍ，5F041 ＣＡ４６サフアイア，

5F041 ＣＡ３４ＩｎＧａＮ，5F041 ＣＡ８３

Ａｌ」である。また，テーマコード5F041には

全体として，2.9個／公報・FT 付与されており，

これ位の付与実績のあるテーマコードは解析で

の利用可能性が高いと思われる。

4J100のFT解説には「特許請求の範囲に関係

する例示化合物の記載に基づき，モノマーター

ムと置換基タームの両方が付与された例示化合

物に対し，その組合せが明らかとなるようにフ

リーワードを付与している。」と付与基準が記

載されている。

そこで，4J100が付与され，かつ全文中に

「液晶」と「フィルタ」含む公開特許公報

（2001-2005年で671公報）のモノマーと置換基

について解析を試みた。

実際に付与されている審査官フリーワード

4．3 4J100 付加系（共）重合体，後処理，
化学変成
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図５　窒化インジウムガリウム（InGaN）の審査官フリーワード（筆頭H01L33/00＊）
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は，「4J100 ＡＬ６６－ＢＡ０３－ＢＡ２８－

ＢＣ１２，4J100 ＡＬ６６－ＢＡ０２－ＢＡ０

３－ＢＣ０３，…」のようにFT（観点および

番号）のみであって，具体的化合物名が記載さ

れるのではない。

最初に，モノマーターム（上記の例では「Ａ

Ｌ６６」が相当）のみ抽出し出現頻度ランキン

グを求め（表７参照），つぎに，そのモノマー

タームに対応する置換基ターム（上記の例で

は－以下のそれぞれのFT）のランキングを求

めた（表８参照）。

しかし，ランキング結果を見てもモノマー・

置換基ともFTで記載され階層構造を持つこと

より，審査官フリーワードからその対象化合物

をイメージするのは困難で，具体的には公報か

ら判断するしかなく，さらに２次的な解析を行

う必要があろう。

特定のテーマコードでは全文検索が可能な現

5 ．ま と め

在であっても，新しい技術動向の発見・抽出が

できるなど興味深いデータが得られる可能性が

示された。一方，分類などを用いた解析とは異

なり，網羅性や統一性などの問題点が考えられ

るので，審査官フリーワードの特徴を良く理解

した上で活用いただきたい。

また，他のDBにおける特徴的な分類やキー

ワードなどを併用したりすることで，付与頻度

が少ないテーマでも解析精度を高めることも可

能であろう。さらに，審査官フリーワードをブ

レインストーミングの項目出し作業の代用とし

て用い，KJ議論に活用する手法や，切り出し

たフリーワードから技術用語辞書を作成するこ

とや，審査官フリーワード付与数を特許評価の

１指標として利用することも考えられよう。

（1）情報解析に有用な部分

１）人が内容解析し付与したデータであること

電子的なテキストマイニング処理でなく，人

手による抽出であり発明の本質を捉えたキーワ

ードを抽出している可能性が高い？

２）FTの補完機能としての付与
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表８　4J100 置換基ランキング表７　4J100 モノマーランキング
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進歩の早いFT未整備技術や分類付与の判断

に困るような事項をキーワードとして抽出され

ていることが期待され，新技術分野での技術動

向解析などに利用できそうである。また，テー

マコードによっては付与FTの具体的成分や対

象部分などの解析にも補助データ的には使える

かも知れない。

（2）問題点

１）フリーワード付与実績が少ない

3．2，3．3で述べたように約52％の公報に審

査官フリーワードが記載され，付与実績のある

１公報当たり4.5個付与されているとはいえ，

１テーマコード当たり５個以上付与されている

ものは51テーマ，3個以上付与されているもの

でも152テーマに過ぎない。

２）テーマコードにより付与基準が異なる

3．4の如く記載パターンが多様で，どこまで

がFTでどこからフリーワードとなるかが判断

しづらく，フリーワードのみの切り出しは容易

でない。

３）長音が－，拗音/促音が通常文字となる

これは長所でも有ろうが，フリーワード切り

出しを行ってユーザー辞書を作成する場合では

用語統一されたものとなる。審査官フリーワー

ドと同様の用語統一エンジンを持たない殆どの

商用DBでの検索場面では元の用語に変換する

必要があるが，拗音または促音の判断に困るこ

とも予想される。

４）文字数制限（20文字以下）による分割記

載の場合，順序が保証されない事もあり

そう

例えば，4J100 FT解説では「フリーワード

は，一語20文字の字数制約があるので，一つの

置換基に対し置換基タームが４つ以上付与され

たモノマーの場合には，３つ目の置換基ターム

の次にハイフンを入れ，４つ目以上の置換基タ

ームの部分は，フリーワードの次の欄に次行に

ハイフンから書き起こす。重複するフリーワー

ドは，記載していない。」となっており，特開

2005-132827のフリーワードでは，

1：4J100 －ＢＣ０９

2：4J100 ＡＬ０８－ＢＡ０３－ＢＢ１３－

ＢＢ１８

3：4J100 －ＢＢ１８－ＢＣ０４

4：4J100 ＡＬ０８－ＢＡ２３－ＢＢ１１－

ＢＢ１８－

5：4J100 ＡＬ２６－ＢＡ０３－ＢＢ１１－

ＢＢ１８

6：4J100 ＡＬ２６－ＢＡ０３－ＢＢ１１－

ＢＢ１８－

7：4J100 ＡＬ０８－ＢＡ０３－ＢＡ０５－

ＢＢ１１－

8：4J100 －ＢＢ１８

9：4J100 －ＢＣ５８

（以下省略）

となっている15）。

この例では，１行目が－から始まって，６，

７行目が－で終わり，８，９行目が－から始ま

っている。重複フリーワードの削除の可能性を

考えると，各行がどの様に繋がるのかが不明で

ある。

（3）利用の際の注意点

１）対象FTの付与基準

FT解説を熟読することは当然であるが，必

ずしも付与実態が付与基準通りとは限らない。

対象データをサンプリング評価することが大切

であろう。

２）付与実績とテーマコードの改廃状況

FT自体の付与実績とテーマコードの改廃状

況に影響を受けるので，事前調査が必要である。

（4. 1 図３参照）

３）解析自動処理には分析データの途中確認

をこれまで述べてきたように，審査官フリーワ

ード全体としては，非常に多くの記載パターン
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が予想される。大量データの自動解析には想定

したロジックで漏れや誤処理などが無いかを適

宜確認すべきである。

最後に本稿が審査官フリーワードに対する調

査・研究に対する契機となり，実務への一助と

なれば幸いである。なお，審査官フリーワード

を検索・解析できるDBは少ない状況にあるが，

今後増加することを期待する。

本稿でのデータ取得や解析には十分注意を払

ってはいるが，大量のデータを“想定したパタ

ーン”で分類や統計処理を行っていることから，

その完全性は十分な確認が取れていないことを

御了解いただきたい。

また，審査官フリーワードはFTと同じく，

審査引用の対象となった際などに，適宜追加や

修正・削除されることが予想されるので，でき

る限り最新データを利用し解析して頂きたい。

末尾ながら，審査官フリーワードについての

説明を頂いた当時の特許庁審査企画室検索情報

企画班の吉川 潤氏，堀 洋樹氏と，審査官フリ

ーワードの研究についての動機付けを頂いた

酒巻由美子氏（シチズン時計株式会社）に謝意

を表します。

なお，本稿は，知的財産情報検索委員会

2006年度第１小委員会第1WGでの研究テーマ

であり，下記メンバーにより検討した結果を纏

めたものである。

川本　敦子（株式会社東芝）

戸田　敬一（オムロン株式会社）

信川　聡　（三菱重工業株式会社）

藤井　由紀（石川島播磨重工業株式会社）

宮崎　淳平（日立電線株式会社）

茂木　裕之（セイコーエプソン株式会社）

今津　均　（株式会社ノリタケカンパニーリ

ミテド）

注　記

1） 特許情報委員会，特許管理，Vol .39 No.7，

p.849（1989）。

2） 2006年８月調査。○○件はテーマコードの意味。

3） 拗音または促音は通常文字に，長音記号は“－”

で統一化されている。

4）（観点）番号が付されていない。

5） 観点・番号が記載されている。

6） さらに，付加コード：Ｚが付されている。

7） ほかに，5C027など。

8） 4C097のFT解説では，

「このフリーワードは，学術用語が基本であり，

あるいは公報中に記載されている用語を取り出

しているが，用語が適切に使用されていないと

きは，内容を最も良く表すと思われるわかりや

すい用語を用いている場合もある。」

となっている。

9） 5F043のFT解説では，

「フリーワードを記載する場合，使用頻度の多い

下記の語句については，規定の略語を使用して

いる。

アモルファスシリコン　ａ―Ｓｉ

非晶質炭化硅素　ａ―ＳｉＣ

多結晶シリコン　ポリＳｉ

エッチング　ｈ

ダイオード　Ｄ

トランジスタ　Ｔｒ」

となっている。

10） 例：

5F038 漣１ＥＺ２０電源電圧の緩やかな変動，

急激

5F038 漣２ＥＺ２０な変動を検出

（“連”でなく“漣”となっている。）

11） この件数合計が，3,986公報に付与されていた審

査官フリーワード4,574件である。

12） この件数合計が，集約項目に含まれる審査官フ

リーワード4,265件である。

13） 筆頭FIに限定したのは，表示するデータ数削減

の為であり，より正確な解析には適宜変更する

必要がある。

14） IPDL パテントマップガイダンス（PMGS）

4J100のリスト表示の記載の通りに転記した。

15） ここでは見やすくするためにフリーワードは半

角で表示している。
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別表１　審査官フリーワード付与率ランキング（１～48位）（特許公開公報　公開年別付与件数）
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別表２　審査官フリーワード付与率ランキング（49～161位）

（原稿受領日　2007年６月５日）
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